
186………訪問看護と介護 Vol.14　No.2　2009

次 号 予 告

JCLS

2009
Vol.14  No.3

■研究報告
中高年の広汎性発達障害者の援助（Ⅰ）　細川雅人
■実践報告
訪問看護ステーションにおける多機能化―交流会の 4 年間の試みから考える　棚橋さつきほか
■訪問ほっとらいん
北欧の心身相関の思想にふれる―スウェーデンの医療施設，ヴィダルクリニーケン　濱口豊太

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／高齢者虐待にどう
対応するか　和田忠志／ヒト・モノ・バをつなぐ認知症ケア　山崎正人／ほんとの出会い　岡田真紀
／100 歳までの道のり　城美奈子／お母さんといっしょ　横谷順子／自宅で死んでみませんか　皆
川夏樹

重い認知症であっても感じる心をもっています。ゆえに認知症に対する周囲の無理解は患者を傷つけ，
不安を増強させ，落ち着かなくさせます。若年性認知症患者が直面する職場の問題，認知症患者が自
尊心をもってその人らしく生き続けていくための地域の支援について，医師・認知症看護認定看護師
の取り組みを特集します。

浅川雅晴／大澤誠／岡村真由美／宮永和夫

3
特集 あたたかな認知症ケア
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編集
後記

●今号の特別記事は看護師免許を取得したばかりの新卒看護師を3年間で訪問看護ができるように育成する，と
いう取り組みをされている小西氏によるものです。訪問看護師の増加を目的としたシステムではありませんが，
このような取り組みが全国的に広まり，訪問看護がより身近なものとなることをつい期待してしまいます。なお，
マグネットステーションインタビューの対象は，そのシステムで2年間の病院研修を終えた研修生を受け入れて
いるステーションです。実際に研修生を受け入れての感想もご覧ください。……………………………………富岡
●医療的ケアの必要な子どもを家族（主に母親）だけでみていくのは無理があります。果敢に「ベビー専門」
のステーションを立ち上げた吉野さん，徐々に人工呼吸器をはずし自発呼吸をうながしていった下地さん，小
児の訪問看護経験を活かして地域で活躍する山西さん，研究報告として夜間滞在型の訪問看護についてまとめ
た生田論文から，あらためて看護の奥深さと訪問看護師の底力を知らされました。……………………………伊藤
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